
山田町まち・ひと・しごと創生総合戦略  令和４年度実施事業　委員毎評価一覧表

正組合員一人当たり年
間漁業生産額

B A A A A A A A

【A委員】
所管課評価Aだが、さらに頑張ってほしい期待も込めてBでも。
【B委員】
アワビ資源の減少は海水温の上昇の影響で年々顕著に表れてきており、特に採捕規格９㎝以上の貝が極端に少なくなっている。その様な状況下で天然貝に対する放流貝の
混獲調査結果を見ると、放流貝が５割を超える漁場もあり放流効果は確実にあるものと判断できることから、今後も継続して実施して頂きたい。
【D委員】
取り組みの効果が出ていると思う。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。温暖化対応について取り組みいただきたい。
【F委員】
アワビ、ナマコ以外の魚種についても支援が必要。
【G委員】
これからも育てる漁業のご指導をお願いします。
【H委員】
実績値が目標値をすでに上回っている。指標向上に向けて実施した取り組みがいいと思う。

新規出店店舗数
（R3～R7累計数）

C D D D D C D D

【A委員】
2件についても一定の評価をしてよいかも。補助金周知に留まらないさらに一歩踏み込んだ努力を。
【B委員】
近年、山田町の人口減少が続く中での新規出店の決断は難しいと思われるので、過年度の新規出店者からの意見（新規出店しての良い点・悪い点）を聞き対策・改善を講
じながら事業の周知・展開を図って頂きたい。
【C委員】
新たな支援策が必要。
【D委員】
周知の強化をした方がいい。
【E委員】
効果がなかったので改善が必要。引き続き取り組みの推進に努めるとともに、より効果を上げるためのPR活動や新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
コロナの影響があり、R4は新規出店が難しかったと思う。
【H委員】
実績がなかった。ただ実績2件という結果があるので、今後に期待したいです。

新規創業件数
（R3～R7累計数）

C B C C C C C C

【B委員】
新規出店店舗数と同様、山田町の人口減少は優秀な人材が町外へ流出していると思われるので、流出に歯止めをかけるためにも、新規事業開始時は勿論のこと安定した経
営状況となるまでの支援も必要と思料することから、過年度の新規創業者からの意見（新規創業しての良い点・悪い点）を聞き対策・改善を講じながら事業の周知・展開
を図って頂きたい。また、新規事業創業は簡単にできるものではないことから、１件の実績でも効果があったものと思うので、逆に目標値が多いと思われる。
【D委員】
効果があった。
【E委員】
一定の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めるととともに、より効果を上げるための新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
上記と同様。コロナで新規創業は難しかったと思う。
【G委員】
起業した後のサポートも必要ではないでしょうか。
【H委員】
実績件数2件をもとに、修正、改善していけると思うので、期待したいと思う。

H
項目

評価

意見等
A B C D E F G
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

新規漁業就業者数
（R3～R7累計数）

B A B A B B B B

【B委員】
漁業就業者数は漁業者の高齢化が進み毎年減少しているのが現状で、近年の新規就業者数は廃業者の数の１割程度でしかない。この様な状況下で新規就業者への補助事業
対応は、漁業就業に対し決断する時点の不安を解消し、就業しやすい環境を作っている。実際、補助金対応により漁業就業を決断した漁業者もあり、効果は確実にあるも
のと思うので、今後も継続して対応して頂きたい。
【D委員】
成果が出ていると思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
支援体制は十分であると思う。
【H委員】
支援により漁家後継者の就業確保に寄与していることは、今後につながると思う。

新規農業就業者数
（R3～R7累計数）

A A A A A B A A

【B委員】
漁業については、就業した日から釣り等により現金収入を得ることが出来、就業後からでも将来を計画できると思うが、農業については収入を得るまでの日数が相当程度
あるものと思料するので、新規農業就業の決断も難しいもとの思う。このことから、新規就業に対する不安を払拭させるためにも事前の研修は必要と思うので、継続して
対応して頂きたい。
【D委員】
成果が出ている。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
今後に期待する。
【H委員】
取り組みの成果が出ていることは、大いに評価できると思う。

インターンシップ新規
実施企業数

B B B B C C C B

【A委員】
一定の効果、成果といえるのでは。
【B委員】
受け入れる企業にもよるが最近は職員を募集しても応募がないことがあり、企業の魅力がわからないまま先入観で判断されることがあると思うので、インターンシップ制
度を活用し、就労体験を経て雇用に繋げれば良いと思う。このことから、企業への雇用促進のため補助金を受け入れることができれば、積極的な受け入れ態勢の構築も可
能になると思うので、今後も引き続き対応して頂きたい。
【D委員】
いい取り組みで結果が出ていると思う。
【E委員】
一定の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めるととともに、より効果を上げるための新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
受入れ企業が頭打ちになったように思われる。
【H委員】
実績値が高いと思うので、今後に期待したいと思う。
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

SNSフォロワー件数 A A A A A A A A

【B委員】
SNSフォロワー数は情報発信回数が多ければ多いほど閲覧回数も増え、フォロワー数は伸びると思うので、引き続き様々な情報を基に発信回数を増やすよう努力して頂き
たい。
【D委員】
フォロワー数が年々増えていて、効果があると思う。
【E委員】
非常に効果があった。今後も積極的な情報発信に努めていただきたい。
【F委員】
十分に効果が出ている。
【H委員】
情報発信が功を奏していると思う。

ふるさと納税件数 A A A A A A A A

【B委員】
目に見えて実績が表れており、対応への努力が伺える。評価理由にもあるとおり山田町の認知度も向上している証であり、今後も更なる増加を目指して取り組んで頂きた
い。また、漁協としても対応できる範囲で協力して参りたい。
【D委員】
目標を超えており、いい結果が出ている。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みを推進するとともに、新たな返礼品の開発とPR強化に努めていただきたい。
【F委員】
十分に件数が増えている。
【H委員】
国の基準が変わったことへの対応が良かったので、実績値が上がったとはすばらしい。

体験型観光体験者数 B A B A B B B B

【A委員】
一定の効果がみられる。さらに頑張ってほしい。コロナ後の今後が期待される。
【B委員】
目標に向けて確実に実績が伸びている。町主催のイベントにおいても遠方からの来町者もあり、新型コロナウイルスの影響も殆どなくなっていることが実感できたことか
ら、今後も引き続き新たな体験事業メニューを開発するなど、集客に向けて対応して頂きたい。
【D委員】
目標に達成していないが、いい結果だと思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
コロナの中で増加しており、今後に期待する。
【G委員】
年代関係なく体験できる体験型観光があるといいかな。
【H委員】
指標向上に向けた取り組みはいいと思う。今後も期待できると思います。
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

町事業による移住者数
（R3～R7累計数）

A A A A A A A A

【A委員】
効果の要因を分析し、さらに活用、向上に期待。
【B委員】
移住者の実績を見て、結構な人数が移住している事に驚きました。山田町に魅力があるためにも移住しているものと思われるので、今後も更に魅力を発信し続けることに
より移住者数の増加に努力して頂きたい。
【D委員】
移住の人数が年々増えていていいと思う。
【E委員】
非常に効果があった。今後も積極的な移住イベント等PR活動に努めていただきたい。
【F委員】
支援策が多くあり、目標を大きく上回る成果が出ている。
【H委員】
移住者への住まいや、仕事の補助や、SNSや県下イベントでのPRなどの取り組みはとてもいいと思う

移住お試し住宅利用件
数
（R3～R7累計数）

C C C B C B C C

【B委員】
お試し住宅を利用しての来町者は本気で移住を検討している者と見ても良いと思うので、お試し住宅も移住したくなるような環境の住宅を提供するように対策を講じ、古
いままの家を紹介するのではなく、古くてもある程度綺麗な環境の住宅を斡旋しながら、引き続き件数増加に向けた対応をして頂きたい。
【C委員】
移住者数が増加しているので、利用数が多くなるのではないか。
【D委員】
件数は少ないが、いい結果だと思う。
【E委員】
一定の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めるととともに、より効果を上げるための新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
コロナの中でも継続したことは、評価できる。
【H委員】
新型コロナウイルス感染症の影響はどうにもならないことだったと思うので、今後は数値が上がってくると期待する。

助産師なんでも相談件
数

B B B B B B B B

【A委員】
相談内容の分析と、今後の検討も。目標値が高いか？妥当か。
【B委員】
出産後の子育て環境及び経済的な環境により出産をためらう方もあると聞くので、安心して出産できる環境作りは絶対必要であることから、引き続き不安を解消するよう
に親身となった対応に努めて頂きたい。
【D委員】
いい取り組みだと思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
継続をお願いする。
【H委員】
妊娠が初めてでない方の利用は少ないと思うので、実績値は少ないわけではないと思う。
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

産後ケア利用率 B B B A B B B B

【B委員】
出産後の子育て環境及び経済的な環境により出産をためらう方もあると聞くので、安心して出産できる環境作りは絶対必要であることから、引き続き不安を解消するよう
に親身となった支援に努めて頂きたい。
【D委員】
いい取り組みだと思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
継続をお願いする。
【H委員】
支援が必要な産婦さんへの継続の実施はとてもいいと思います。

子育てサロン平均利用
者数

B B B A B B B B

【B委員】
出産後の子育て環境及び経済的な環境により出産をためらう方もあると聞くので、安心して出産できる環境作りは絶対必要であることから、引き続き不安を解消するよう
に親身となった対応に努めて頂きたい。
【D委員】
いい取り組みだと思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
継続をお願いする。
【H委員】
利用者の方が子供や保護者間の交流、リフレッシュできたことなど好評というのは、今後も期待できる。

学校生活満足度 B B B A B C B B

【B委員】
居心地の良い環境づくりについては、物理的な環境より友達関係など精神的な環境づくりが居心地の判断の大半を占めると思うので、子供たちを外見で判断せず、内面に
も神経を尖らせ対応して頂きたい。
【D委員】
いい結果が出ていると思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
目標値に届いていないので、もう少し取り組みの強化をお願いする。
【H委員】
「生活実態調査」の実施により、児童の「意識の向上」にもつながると思うし、hy-QUの分析活用の併用も効果が上がると思う。
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

英検３級取得率 A A A A A A A A

【B委員】
英語については、個々の生徒の興味の範囲で得意・不得意があり強制は難しいと思うが、日本人ほど英語ができない国民が多いと称されないよう、地道に取得率の向上に
努めて頂きたい。
【D委員】
いい結果が出ていると思う。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
目標値以上であり、今後も学習の継続をお願いする。
【H委員】
課題を明確にし取り組んだことが実績につながったと思う。今後も期待します。

運動能力の向上 C C C C C D D C

【B委員】
パソコン・携帯電話等近年は室内で有意義な時間を過ごすことができる環境が多く、普段から外で遊ぶ機会が減っていると思われ、運動時間を確保することは教員の皆様
も大変だとは思いますが、今後も計画的に定期的に運動できるような環境作りに努めて頂きたい。
【D委員】
方向性と一緒で運動時間を増やした方がいいと思う。
【E委員】
一定の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めるととともに、より効果を上げるための新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
目標以下であり、取り組みの強化をお願いする。児童の肥満が多い気がします。
【G委員】
長期の休みなどあまり子供を見る機会がないです。長期休みでも何か取り入れてはどうでしょうか。
【H委員】
体力テストの総合評価におけるB判定以上の割合減少の要因を明確にしたうえでの修正、改善に努めていただきたい。

交通事故発生件数 C B C A C C C C

【A委員】
目標0がなかなか難しい。
【B委員】
交通事故については、運転者の不注意によるもが殆どであると思うので、行政としては啓発活動を行うことが重要であることから、継続した対応を行って頂きたい。
【D委員】
死亡事故が出ていないので、効果が出ていると思う。
【E委員】
一定の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めるととともに、より効果を上げるための新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
事故を分析し、減少できるよう取り組みをお願いする。
【G委員】
交通指導員、交通安全母の会の若返りを望みます。
【H委員】
死亡事故ゼロは評価されると思う。交通事故原因を明確にし、より一層の啓発活動、交通指導を望みます。
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

消防水利の充足率 B B B B B B B B

【B委員】
充足率から確実に整備が進んでいるようであるので、町民の財産を守るために早期整備完遂に向け、引き続き取り組んで頂きたい。
【D委員】
効果があると思う。
【E委員】
相当程度の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
継続して設置をお願いする。
【H委員】
実績値が目標値に近いと思い評価したいと思います。

山田地区以外の交通空
白行政区の割合

A A A A A A A A

【A委員】
利便向上がさらに期待される。
【B委員】
計画実施１年目で目標値に達しており、今後も町民の意見を取り入れながら利便性の向上に努めて頂きたい。
【D委員】
非常にいいと思う。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
目標達成できている。今後はより細かい地域のニーズにこたえていくように。
【H委員】
取り組みが素晴らしいと思います。

生涯学習関連講座受講
者数

A A A A A A A A

【B委員】
目標値を超える受講者を参集しており、開催が有意義であることが立証されている。今後の継続に当たっては、マンネリ化が受講者減の要因となるので、様々な新たな企
画を取り入れ、将来に亘って実施できるよう務めて頂きたい。
【D委員】
非常にいいと思う。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
目標達成できている。講座に重複参加していることは、今後の検討課題としてほしい。
【H委員】
周知されていることが実績値で分かります。今後へも期待が高まります。
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H
項目

評価

意見等
A B C D E F G

社会体育施設使用団体
数

A A A A A A A A

【B委員】
実施初年度より目標値を大幅に超える実績となっている。町民の健康を心身共に維持する上でもスポーツは必要であるので、引き続き各種イベントの企画や周知に努めて
頂きたい。
【D委員】
いい結果だと思う。
【E委員】
非常に効果があった。引き続き取り組みの推進に努めていただきたい。
【F委員】
目標達成できている。利便性向上などの取組もお願いする。
【H委員】
コロナウイルス感染症が5類に移行したことも利用促進に拍車がかかったと思います。今後も期待します。

各種がん検診平均受診
率

C B C B C B C C

【B委員】
がん検診受診については、あくまでも個人の判断であるので一生懸命周知したからと言っても簡単に検診率は上昇するものではないと思うが、今後も継続して粘り強い受
診勧奨に努めて頂きたい。
【D委員】
実績が増えていて、いいと思う。
【E委員】
一定の効果があった。引き続き取り組みの推進に努めるととともに、より効果を上げるための新たな施策の検討に努めていただきたい。
【F委員】
前年度より上回っており、多少評価できる。地道な個別勧奨しか方法はないと思う。
【H委員】
周知は十分行われていると思いますが、個人の意識を変えることの難しさがあると思います。
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